
96　 被　 服

B  9

[(社)0 本 家 政 学 会

スカートの形態に関する研究　 一方法と評価について一
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目的　 スカート形態の研究は布のドレ ープ性実験に よるか ，あるいは着衣してヘ ムライ

ンの形状を観察することによって評価する場合が多い。しかし ，着衣形態は スカートの全

貌を総合的に評価する必要があり,  度か. その前に着衣のたびに変化する形態の再現性に

ついても検討し度くてはなら 度い。そこで本研究は先ずスカート形態を合理的に評価する

方法を確立することを目的として ，形態把握に必要 度解析を統計的に行うことに より ，繰

り返し実験に伴う形態の再現性を検討した。
方法　人台に着衣させたタイトスカートとギャザー量の多い（ ウェスト寸法×2.5   ） スカ

ートの２例を用い, 着衣のヒップラインとヘ ムライン近傍を赤外線描画機を用いて計測し，

断面形状曲線を求める。各部位の断面曲線の位置を人台の中心部から放射状に洪Ｈ≒ デー

タ（^, ～X36 ）によって求め ，as訟よびびを計算する。次に同一部位の1  0 回繰り返し実験

を行うことにより 。3 6 個の計測点のそ れぞれ9  5 価の変動幅を求める。さらに各断面曲

線毎に断面 曲線のノート長にほぼ等しい長さで移動平均処理を行い ，曲線を スムース化す

i>o 以上の処置をした曲線の変動から 。曲線を再現するに妥当友実験回数を推定した。

結果　 ①一般にX は ギャザースカートの方が大 きいが ，びはタイトスカートの短長径比

が大と友るため大きく在る。⑩1   0回の繰り返し実験によるデータのぱらつきは移動平均

をとることにより断面曲線の形状の特徴をそこ度うこと左くヌ ，びともに小さくすること

ができるo   c 各断面 曲線の再現性を±5  価の精度で得るに必要友実験回数を推定すると ，
移動平均を施すならば殆んどの部位は３～５回の繰り返し数で十 分もらわすことができた。
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目的　着衣時のスカートは腰部の広い面積で布を保持し ，下方に布の自重により垂下す
るので腰部形状 。布の量軸よび布の材料的性質により種 々の形状を呈する。筆者らはその

形状を量的に把握することに より. 種 々のスカートの特徴を見出すことを目的として ，先

にスカートの形状評価について統計的方法を提案してきたが ，その応用例としてタイト釦

よび ギャザー率を種々変化したスカーS卜について実験を行った。

方法　人台に着衣させたブrj   ードおよびパレス布地を用いたタイトスカートおよびギャ
ザー率を変化したギャザースカート３種を用いて ，6 箇所の部位の断面曲線を赤外線人体

描画機により部位毎に繰り返し３回計測する。各断面曲線の中心から曲線迄の距離を計量

して ，時系列的解析を行う。すなわち生データから移動平均曲線（ 大むら ）訟よび残差系

列曲線（ 小むら ）を求めて ，それぞれ系列の平均値釦よび標準偏差を求める。

結果　 ③一般にタイトスカートの断面曲線の形状の各部位に よる差は少い全. ギャザー

スカートは裾へいくに従い形状が著しく変化し円形を呈する。②断 面曲線のＺは裾に近い

程増大し 。ギャザースカートは ギャザー率を増す程その傾向 が大である。しかし生データ

の場合はグが大きく ，曲線の形状の特徴を見出すのは煩雑である。②移動平均を施して得

た大むら 。小むらを解析すると ，タイトスカートでは スムース化した曲線のびが部位Ｋ よ

り異*  i)裾へ行く程大となるが 。ギャザースカートではその傾向はみられ次い。 しかし小

むら曲線のタはかえってタイトスカートが小さく 。かつ 部位間の相違も少いが, ギャザー

スカートは倍率が大になる程 ，かつ裾へ行く程 びを大にすることがわかった。


